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第 ６ 章      Ｐ Ｃ Ｂ 分 析  

Ⅰ ＰＣＢ分析の意味 

   ＰＣＢはそれぞれパレット ･ケース ･バラの意味で、注文数量（ＥＱ）なり、出荷

数量（ＩＱ）が一つの単位、たとえば、バラ単位で与えられていたときに、この数

量をパレット（Ｐ）、ケース（Ｃ）、バラ（Ｂ）のＰ，Ｃ，Ｂ の単位に分けて表

示する方法である。これには、１パレットの積付け数や１ケースの入数が必要であ

る。 

    各客先の注文数量ＥＱに対する分析をＥＱ－ＰＣＢ分析とし、種類ごとの出荷数  

量（ＩＱ）に対する分析をＩＱ－ＰＣＢ分析と云うことにする。 

 

Ⅱ ＩＱ－ＰＣＢ分析の例（表１） 

   表１は、ＩＱ－ＰＣＢ分析の例で、与えられたデータの数量の単位はケースであ

る。表中央に、種類ごとのケース単位の出荷数量（ＩＱ）を出荷量の多い順に並べ

てあり、ＩＱの合計の全出荷量（ＧＩＱ）を表最下段中央に示す。 

中央列の各出荷量ＩＱの右側は、ＩＱの量を、それぞれパレット、ケース、バラ

単位で出荷された数値であり、左半分は、バラをケースにケースをパレットに換算

した値を示す。左端のパレットはそのままパレットで表す。 

パレットは２４ケース積み付けているものとし、１ケースは２４バラ入っているも

のとして換算をしている。 

     表１の１行目は、種類１の出荷量ＩＱは２６７ケースで、その内、１種類１パレ

ットで出荷されたものが６パレット、各客先からのケースの注文で出荷されたもの

が合計１２３ケースあることを行の右側に示す。 

    ２６７ケースをそのまま換算すると１１．１パレットであるが、その出荷内容

は、パレットとケースの出荷である。 

    行の左側は、パレット単位はそのまま６パレットの出荷であり、１２３ケースの

出荷はパレット換算すると123/24=5.1パレットであることを示している。すなわ

ち、 123 ケースの出荷のためには、 5.1 パレットを必要とすることを示している。 

    同様に２行目は、種類２の出荷量ＩＱは、２５４ケースで、その内、１パレット

出荷のものが 7パレット、各客先からのケース単位の注文を合計86ケース出庫してい

ることを行の右側に示す。行の左側は、その数量を換算すると、パレット単位ではそ

のまま 7パレットであり、86ケースは、パレット換算をすると 3.6 パレットであるこ

とを示している。 

   ２５４ケースは、パレット換算すると１０．６パレットであるが、パレットとケー

スの出荷があることを示す。    

   １日の全出庫量は１６７８ケース（表１の中央列最下段）でその数量の内訳が、パ

レット単位で28パレット、ケース単位で1006ケース出庫されている。 

     中央の左側の列は、１６７８ケースがパレット単位で28パレット、ケース単位

で41.9パレット相当出庫されたことを示している。 

   この例ではバラ（Ｂ）が無いが、もし、あれば同じように、左側の（Ｂ）の行は、 
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  右側のバラＢの注文が、何ケースからバラにして出荷されたかを示す。 

 

Ⅲ 全種類ＰＣＢ分析（ＧＩＱ－ＰＣＢ） 

   ＧＩＱ分析はＩＱ表（表１の中央の値）をパレット換算したものであるから 

  表１左側のＰと（Ｐ）を加えた値の合計である。１行目の２６７ケースは 

１１．１パレット（＝６＋５．１）となり，その合計は６９，９パレットとなる。 

すなわち、 １６７８ケース＝６９．９パレットであるが、ＰＣＢ分析では１６７８

ケース＝２８＋４１．９（＝６９．９）で表される。 

 ＧＩＱ―ＰＣＢ分析では、６９．９パレット出荷の内、４１．９パレットがケース

で出荷されることが表されない。 

 配送センターでは、Ｐ，Ｃ，Ｂそれぞれがどれくらいの数量出荷されるかが，シス

テム計画の基本になる。 

 

Ⅳ 客先別ＰＣＢ分析 (ＥＱ－ＰＣＢ分析)  

   ＥＱ－ＰＣＢ分析も考え方は、ＩＱ―ＰＣＢ分析と同じである。注文数量がパレッ

ト単位（Ｐ）で何パレット、ケース単位で何ケース、バラ単位で何バラかの注文数量

を示す。また、ケース単位の注文量をパレットに換算をしたら何パレットと何ケース

になるか、バラの注文量をケースとバラに換算をしたら何ケースと何にバラになるか

の分析も示す。 

   ただし、注文量の場合は、いろいろな種類のケースやバラが集まって、合計のケー 

  スやバラ数になるが、一般に、それぞれの種類で、ケースの入数やパレットの積付数

が違うから、それぞれのケースの数やバラ数をその種類の積み付け数や入り数で割っ

てケース単位やパレット単位に換算しなければならない。 

   しかし、計算を簡単にするため、代表的な積付数なり、入数を用いて換算をすれ

ば、正確ではないが概算の数値がわかる。 

   表２は、ＥＱ－ＰＣＢの表の例で、表の中央に、客先ごとのケース単位の注文数量 

 （ＥＱ）を注文量の多い順に並べてあり、この数値の合計の全注文量（ＧＥＱ）を表の 

  最下段中央に示す。中央列の各注文量ＥＱの右側は、ＥＱの量を、それぞれパレット 

  ケース、バラ単位に分けて表した数値であり、左半分は、バラをケースにケースをパ 

  レットに換算した値を示す。パレットは２４ケース積み付けているものとし、１ケー 

  スは２４バラ入っているものとして換算をしている。 

  表１と表２の、最下段の行の数値は同じになる。 

   表２の１行目の３６５ケース注文した客先はパレット単位で１０パレット、 

ケース単位で１２６ケース注文している．この数値からは、それぞれ何種類注文し

ているかはわからない。 

 表２の左側の列はパレットで１０パレットであることを示し，２行目の５．２パ

レットは右側の１２６ケースを２４ケースでパレット換算すると５．２パレットで

あることを示している。１２６ケースには数種類含まれるであろうし、又，パレッ

トの積みつけ数が違うと５．２パレットでなくなる。２４ケースで考えたら５．２

パレットになるという目安である。 
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Ⅴ 客先全注文量分析（ＧＥＱ－ＰＣＢ分析） 

   ＧＥＱ－ＰＣＢ分析はＥＩＱ表の各ＥＱに対するＰＣＢ分析の合計を示すものであ

る。ＥＩＱ表のＥＱデータの数値を入り数で割って出したＰＣＢの値は、上記の 

ＥＱ－ＰＣＢ分析表の値と違うことに注意する必要がある。 

   ＥＩＱ表にＥＱデータ及びＩＱのデータがあるが、これをパレットの積み付け数や 

  ケースの入り数を用いてＰＣＢ分析することは、パレット単位の出荷とケース単位の

出荷量を表していない。 
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 表１  ＩＱ－ＰＣＢ分析    

パレット   ケース     種類    数量  パレット  ケース  バラ 

 P      （ P ）          ＩＱ   P     C     B        

換算パレット 

６    ５．１．     １   ２６７   ６    １２３     

  ７    ３．６．     ２   ２５４   ７     ８６ 

  ５    ４．３      ３   ２２４   ５    １０４ 

  ３    ４．５      ４   １７９   ３    １０７ 

  ２    ５．３      ５   １７５   ２    １２７ 

  ３    ３．２      ６   １４９   ３     ７７ 

  1     １ . ７      ７    ６４   １     ４０ 

  0     ２．６      ８    ６３   ０     ６３ 

  ０    １．５      ９    ６０   １     ３６ 

  ０    １．５      １０   ３７   ０     ３７ 

  ０    １．５      １１   ３６   ０     ３６ 

  ０    １．０      １２   ２４   ０     ２４ 

  ０    ０． 9       １３   ２２   ０     ２２ 

  ０    ０． 8       １４   １８   ０     １８ 

  ０    ０．６      １５   １５   ０     １５ 

  ０    ０．６      １６   １５   ０     １５ 

  ０    ０．６      １７   １４   ０     １４ 

  ０    ０．４      １８   １０   ０     １０ 

  ０    ０．４      １９    ９   ０      ９ 

  ０    ０．３      ２０    ８   ０      ８ 

  ０    ０．３      ２１    ６   ０      ６ 

  ０    ０．３      ２２    ３   ０      ６ 

  ０    ０．１      ２３    ３   ０      ３ 

  ０    ０．１      ２４    ３   ０      ３ 

  ０    ０．１      ２５    ３   ０      ３ 

  ０    ０．１      ２６    ３   ０      ３ 

  ０    ０．１      ２７    ２   ０      ２ 

  ０    ０．１      ２８    ２   ０      ２ 

  ０    ０．１      ２９    ２   ０      ２ 

  ０    ０．１      ３０    ２   ０      ２ 

  ０    ０．０      ３１    １   ０      １ 

  ０    ０．０      ３２    １   ０      １ 

  ０    ０．０      ３３    １   ０      １ 

２８    ( ４１．９ )        １６７８   ２８   １００６ 

パレット  （パレット換算）       ケース  パレット    ケース 
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  表２  ＥＱ－ＰＣＢ分析    

 

パレット  ケース      客先    数量   パレット  ケース   バラ 

  P    （ P ）           ＥＱ    P      C     B       

換算パレット 

 １０    ５．２     １    ３６５   １０    １２５    

  ７    ４．４     ２    ２７４    ７    １０６ 

  ４    ４．８     ３    ２１１    ４    １１５ 

  １    ７．４     ４    ２０１    １    １７７ 

  2     ４．５     ５    １５５    ２    １０８ 

  １    ４．９     ６    １４１    １    １１７ 

  1     ３．６     ７    １１１    １     ８７ 

  2     ２ . ２     ８    １０１    ２     ５３ 

  ０    ２．７     ９     ６５    ０     ６５ 

  ０    １．５    １０     ３６    ０     ３６ 

  ０    ０．４    １１      ９    ０      ９ 

  ０    ０．３    １２      ８    ０      ８ 

２８   （４１．９）       １６７８     ２８    １００６ 

パレット  （パレット換算）       ケース   パレット   ケース 

 

 

 

 



第７章      PCB分析の読み方･考え方 

 

Ⅰ IQ―PCB分析表 （第６章表１） 

 １ ３３種類、１６７８ケースの出荷であるが、 

     パレットの出荷は  ２８パレット（１６７８ケースの４０％） 

ケース の出荷は１００６ケース （１６７８ケースの６０％） 

   である。これから、 

１ パレット単位出荷とケース出荷がある。 

２ その割合はそれぞれ４０％と６０％である。 

この率は毎日変動しているが、１月間のＥＩＱ分析をするとその変動幅がわかる。 

 

 ２ ＩＱ分析で１００ケース以上の出荷は６種類である。したがって、上位１０種類ぐ

らいが Aランク品であろう。 

 

 ３ １０ケース以下の出荷が約半分の１５種類である。したがって、約半分の種類は 

Cランク品と考えてよい。 

 

 ４ 上位１２種類は１パレット以上、数パレットがパレットからケース・ピッキングさ

れる。１日に出荷されるのがケースだけで数パレットあり、パレット出荷もあるか

ら保管方法は基本的には、山積みである。 

    P ⇒ P と P ⇒ C の出荷であるから、簡単に考えると３３種類の半分は山

積保管、残りが、パレット・ラツクが基本システムである。詳細には、在庫数量と

１ケ月間の EIQ分析を行うと保管と種類がもう少し明確になる。 

    また、ケース・ピッキングの能力は２００～４００ケース/人・時間であるから 

    ケース・ピッキングは 1006/200~400=５~３人時となるので，１人で数時間かか

る作業内容であろう。 

 

Ⅱ EQ-PCB分析表 （第６章表２〕 

   １２軒中ほとんどが数パレット以上の注文であるから、基本的にシングル・ピッキ

ングである。したがって、配車も客先別のトラックが中心となる。 

  

Ⅲ IQ―PCB分析表〔バラ単位〕 

上記Ⅰ～Ⅱはパレットとケースの IQ-PCB分析に基いた見方，考え方であつたが、 

   この IQ-PCB分析データのパレットをケースに、ケースをバラに読み替えて 

   考えるとどのようなシステムになるかを説明する。 



１ ３３種類、１６７８バラの出荷であるが、 

     ケースの出荷は  ２８ケース（１６７８バラの４０％） 

バラ の出荷は１００６バラ 〔１６７８バラの６０％〕 

   である。これから、 

１ ケース単位出荷とバラ単位の出荷がある。 

２ その割合はそれぞれ４０％と６０％である。 

   （この率は毎日変動しているがほぼ同じような比率になるものである） 

 

 ２ ＩＱ―データで１００バラ以上の出荷は６種類である。したがって、上位１０種類

ぐらいが Aランク品であろう。 

 

 ３ １０バラ以下の出荷が約半分の１５種類である。したがって、約半分の種類は C ラ

ンク品と考えてよい。 

 

 ４ 上位１２種類は１ケース以上と数ケースがケースからバラ・ピッキングされる。 

Ｐ ⇒ C と C ⇒Bの出荷である。 

保管をパレットとケースに分け、ケース出荷はパレットから、バラ出荷はケース・

フローラツクと積層棚が基本システムである。 

    バラ・ピッキングは１日に出荷されるのがバラだけで数ケースあるから基本的に

は、ケース・フロー・ラツクである。 

    簡単に考えると３３種類の半分はパレット保管とし，ケース・ピッキングはパレ

ットから、ケースからのバラ・ピッキングはフロー・ラツクで，１日に１ケース以

下のバラ・ピッキングの種類は積層棚が基本システムである。詳細には、在庫数量

と１ケ月間の EIQ分析を行うと保管と種類がもう少し明確になる。 

    また、バラ・ピッキングの能力は２００～４００バラ/人・時間であるから 

    バラ・ピッキングは 1006/200~400=５~３人時となるから，１人で数時間かかる

作業であろう。 

 

Ⅳ EQ-PCB分析表 

   １２軒中ほとんどが数ケース以上の注文であるから、基本的にシングル・ピッキン

グである。バラのピッキングに対しては通い函に混載する。 

 

Ⅴ システムの脱皮 

   物流システムは、 

    数値が一桁（正確には、入数単位）違うとシステムが違ってくる。 

     同じデータのパレットの出荷がケースに，ケースがバラの単位のピッキングに



なるとシステムが違ってくる。したがって、EIQ データをみると配送センター・シ

ステムの推定がつくものである。 

    多品種小量時代で、種類あたりの注文量が１桁違ってくるとシステムが違うこと

になる。と言うことは、注文量が小さくなってきたら、システムを見なおさないと

生産性が悪いと言うことである。したがって、フレキシブルな配送センター・シス

テムがよい。 
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第８章       Ｅ Ｉ Ｑ レ ー ダ ・ チ ャ ー ト  

 

Ⅰ  ＥＩＱレーダ・チャートは、ＥＩＱ分析のＥＩＱデータを用いて、簡単に配送セン

ターの規模や特性を見るグラフである。また、これを配送センターの規模や生産生を

表すベンチ・マーキングとして用いることができる。 

 

Ⅱ ＥＩＱレーダ・チャート（図１） 

   ＥＩＱレーダ・チャートは、 

     注文軒数（Ｅ） を水平軸の左に、 

     出荷種類（Ｉ） を水平軸の右に、 

     出荷数量（Ｑ） を垂直軸の上方に、 

     注文行数（ＥＮ）を垂直軸の下方に 

     （＝重複数ＩＫ） 

              を表し、それらを結んでできる菱形のグラフである。 

 

Ⅲ ＥＩＱレーダ・チャートは何を示すか。 

   ＥＩＱレーダ・チャートは、概略ではあるが、配送センターの作業量を面積で表わ

すので作業量の大きさを面積で比較することが出来る。 

 １ 配送センターの毎日の規模及び出荷特性の比較が出来る。 

    毎日のＥＩＱデータを用いてＥＩＱチャートをつくると 

    毎日の作業量の変動が分かる。 

 ２ 他の配送センターとの出荷特性の比較ができる。 

    複数の配送センターのＥＩＱデータを用いると 

    それらの配送センターの規模及び出荷特性の比較ができる。 

 ３ 配送センター特性の類似 

    ＥＩＱチャートが類似をしている場合は同じ規模の同じ特性の配送センタ 

    ー特性と言える。 

 ４ 配送センターの規模の分類ができる。 

    ＥＩＱチャートの大きいグラフは大型の配送センターであり、 

    小さいグラフは小規模の配送センターであるから、配送センターの 

    規模を分類することができる。 

 ５ 業種別分類ができる。 

    配送センターは、業種及びその規模で、ＥＩＱチャートの大きさが違うが、ある

業種は、どのような範囲のＥＩＱチャートになるかなどの比較が出来る。 

    例えば、自動車部品などの配送センターの種類は何万種類となり、食品メーカー 

    の種類は、数百種類以下になるであろう。 

 

Ⅳ グラフの目盛り 

   グラフの目盛りは、普通目盛り、または、対数目盛りを用いる。 
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   ＥＩＱデータの数値幅が大きいときは対数目盛りを用いるとよい。 

 

Ⅴ ＥＩＱチャートからどのようなことができるか。 

 １ ＥＩＱをベンチ・マークとして用いることができる。 

 ２ 各配送センターのモデル化ができる。 

 ３ 生産性比較 

    ＥＩＱのデータに対して、その全作業時間が分かれば、 

    生産性の比較ができる。 

 ４ 物流コストが分かる。 

    生産性が分かれば、それに対しての物流コストが算定できる。 

 ５ 設備機器関連 

    ＥＩＱデータと設備機器の関連がわかる。 

 ６ 作業人員 

    ＥＩＱデータに対して、適正作業人員かどうかベンチ・マークができる。 

 ７ 用いられている物流機器の使用効率がわかる。 

    ＥＩＱデータが変化したときの物流機器の使用効率が分かる。 

 

Ⅵ ＥＩＱレーダ・チャートの例 

   図２は、数社の配送センターのレーダ・チャートである。類似をしているときは 

   おなじ規模の特性を示す。 

 

Ⅶ ＥＩＱレーダ・チャートの精度 

   ＥＩＱレーダー・チャ－トの面積は作業規模を表わし、その大小は作業規模の大小

を表わすが、正確に表わすものではない。比較をする目安と考えておく必要がある。 

    

Ⅷ ＤＣサイズ 

   ＥＩＱレーダ・チャートの面積は配送センターの作業量の概略を表すので 

これをＤＣサイズと名づける。単位はＰ，Ｃ，Ｂのいずれかを用いる。 

   ＤＣサイズ  ＝（Ｅ＋Ｉ）ｘ （Ｑ＋ＥＮ）／２ 

 

Ⅸ ＤＣスケール 

   ＤＣサイズは，作業量を面積で表しているので，この平方根を 

  もとめると配送センターの作業量を表す物差しとなる。ただし、 

  概略の物差しである。 

   ＤＣスケール ＝√〔ＤＣサイズ〕＝√（〔Ｅ＋Ｉ〕ｘ（Ｑ＋ＥＮ）／２） 

 

Ⅹ ＥＩＱレーダ・チャートの例 (図２ )  

   図２は、数社のＥＩＱレーダ・チャート、ＤＣサイズ、ＤＣスケールを 

   示す。 
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第９章    配 送 セ ン タ ー 計 画 の 進 め 方  

 
Ⅰ 配送センター・システム 
   配送センター・システムは多数制約条件下のシステムであるから多数の正解があ

る。条件の取り方、システム計画の考え方で多くのシステムができる。 
   数学のように、初期データを入れれば正解が出るものではない。その意味では 
  ｢最高のシステムをご提案します ｣と言うのは、計画した人が最高のシステムで 
  あって、依頼した人にとって最高のシステムとは限らないものである。 

 
Ⅱ 配送センター計画のキーポイント 
   配送センター ･システム計画は、 
１ 配送センターの特性 
２ 物流機器の特性 
３ 計画技術 
などの知識が要求される一つの専門技術であるから簡単でない筈である。 
といって物を動かすだけの Low Technology なので、そう難しいものではないが、

複雑なのでどのように進めたらよいか迷うものである。これには、例題を読み、経

験を積むことで腕が上がるといえる。 
    配送センター ･システム計画の基本を理解し、計画手法を使い分け、ミクロの 
   見方だけでなく、マクロの見方が必要である。 
  
Ⅲ 配送センターの基本システム 
  「配送センターの基本システムとは、ＥＩＱデータの数値的条件に基づくシステム」

と定義する。 
   配送センター ･システムは多数制約条件下のシステムなので、最初からいろいろな

条件、たとえば、ある物流機器を用いると考えるとそれに縛られたシステムが出来上

がる． 
そこで、ＥＩＱデータの数値に基づいて、システムを考えると誰が計画をしても同

じような基本システムができることになる。同じようなと言うのは、数値に基づくと

いっても、計画者の考え方で違ったシステムになるからである。そこで、その考え方

を仮定条件として、明記しておくと、同じような仮定条件なら同じシステムができる

ことになる。 

 
Ⅳ 配送センターの最終システム 
 配送センターの最終システムは、数値基準の基本システムが他の条件で変化をし

て最終システムになると考えてよい。基本システムを考えなくとも最終システムが

できるが、基本システムに基づいていないと、能率が悪かったり、使い物にならな

くなる。 
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Ⅴ 配送センター ･システムの特性 
 １ 多数制約条件下のシステムなので多数の正解がある。 
 ２ 配送センターは販売物流特性なので、生産物流と特性が違うことを認識する。 
３ 配送センターは部分最適化でなく全体最適化を考えること。１００点はない。 
あちら立てれば．こちら立たずトレード ･オフのシステムである。 
４ 配送センター特性は入荷 ･出荷条件で決まるので、これからシステムを考えるこ

と。ＥＩＱ分析は出荷条件の検討である。 
５ 配送センター ･システムをどのように運用するかもシステムである。 

 
Ⅵ 物流機器 
   多くの物流機器があり、いろいろな特性があるが、これが、配送センターの特性 
  に合わないと生産性が悪い。そこで、物流機器を選定してシステム計画をしないこ

と。機器の選定は配送センター特性から決まるものである 
保管効率を高める、自動的に取り出すなどの条件から、先に，立体自動倉庫などを

考えると，山積の方が保管効率よく、ピッキング・スピ―ドがよいのに、かえつて、

能率の悪い機器を選ぶ事になる。 

 
Ⅶ 配送センターの基本的な保管方法は、 
    パレット保管   山積、パレット・フロー・ラツク、パレット・ラック 

ケース保管    パレット、ケース・フロー・ラツク、ケース棚 
バラ       ケース、バラ棚、引出し 

である。 
Ⅷ 手法の使い分け 
   計画手法はいろいろあるが計画の目的と内容に対して使い分けることである。 
   生産物流と販売物流は特性が違うので、生産物流でよい手法が、配送センター 
システムに合わないことが多い。配送センターはまず、ＥＩＱ法の考え方で検討をす

るとよい。 

 
Ⅸ ＥＩＱ法の考え方 
    １ システムの使命を考える 
    ２ ＥＩＱが物流のキーファクターである。 
    ３ 特性を読む 
    ４ マクロに見る 
  ５ よい加減法を用いる 
    ６ 繰り返し法を用いる 
    ７ フレキシブルに考える 

 
Ⅹ 数案作成する。 
   条件により、いろいろな案ができるから概略でよいから数案つくり、最終案を選定

するとよい。 
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第１０ 章      Ｅ Ｉ Ｑ 分 析 の 読 み 方 例  

 

Ⅰ 例題ＥＸ０（第15章ＥＩＱ分析例題）のＥＩＱ分析結果の読み方 

   例題ＥＸ０のＥＩＱ分析結果を用いて分析結果の読み方の解説を行う。本章の表番

号及び図番号は第１５章のExcel の例題ＥＸ０の表及び図番号を用いているので、 

第１５章を参照のこと。前章までのＡＢＣ分析、度数分析、ＰＣＢ分析、それぞれの

説明に用いたデータは、例題ＥＸ０のＥＩＱ分析結果を用いているので、それらも参

考にされたい。 

    配送センターシステムは一般に、 

     注文件数 ＝出荷件数 

     注文種類数＝出荷種類数 

     注文量  ＝出荷量 

    であるから、これらの用語を状況に応じて混同して用いる。 

 

Ⅱ 例題ＥＸ０ 

    例題ＥＸ０のデータは１日の注文伝票で、（出庫伝票と考えてもよい） 

     注文件数      Ｅ＝  １２  件（軒）  ＝出荷件数 

     注文種類数     Ｉ＝  ３３ 種類     ＝出荷種類数 

     全注文量      Ｑ＝１６７８ ケース    ＝全出荷量＝ＧＱ 

     全注文点数（行数）ＥＮ＝ １６６ 

     在庫種類数  ＺＩ＝  ３７ 種類（ＥＩＱ表より） 

     在庫量    ＺＱ＝不明 

                                   である。 

 

Ⅲ ＥＩＱ表（表２、表３） 

    表２のＥＩＱ表は注文データ（表１）から作成したＥＩＱ表で、表３は表２の 

ＥＩＱ表を注文量（ＥＱ）の多い客先順に、また、出荷量（ＩＱ）の多い種類順に

並べ変えた（ソートした）ＥＩＱ表（ＥＱ順、ＩＱ順）である。 

表３に見られるように注文量（Ｑ）の大きいデータが左上端に集まり、注文量

（Ｑ）の小さいデータが右端になる。 

    表３の下段ＩＱ行の、種類ごとの注文量の合計が右端で４種類に対して０になっ

ているのは、在庫種類３７種類に対して３３種類しか出荷されなかったことを示し

ている。ＥＱ順・ＩＱ順に並べ変えたＥＩＱ表は配送センターの特性をよく表す。 

 

Ⅳ ＥＩＱＮＫ表（表６） 

    表６のＥＩＱ表は、表３のＥＩＱ表にＥＮ及びＩＫを作成したＥＩＱＮＫ表で、

最初のＥ６の行は客先Ｅ６が注文量最大で、１６種類（ＥＮ＝１６），３６５ケー

ス（ＥＱ）注文していることを示す。 

    最初のＩ５の列は種類Ｉ５が出荷量最大で、客先１１軒（ＩＫ＝１１）から合計 



 38 

２６７ケース（ＩＱ）注文になっていることを示す。 

    表の右端は各客先の注文量（ＥＱ）と注文点数（ＥＮ）の列を示し、注文数量合

計（ＧＥＱ）１６７８ケースで、注文点数の全合計（ＧＥＮ）は１６６点である。 

    下段は各種類の注文数量の合計（ＩＱ）と各注文重複数（ＩＫ）を示し、出荷数

量の合計（ＧＩＱ）は１６７８ケースで、注文重複数合計（ＧＩＫ）は１６６であ

ることを示す。 

   注文数量と出荷数量は同じであるから      ＧＥＱ＝ＧＩＱ＝１６７８＝ＧＱ 

   注文点数と注文重複数は同じであるから   ＧＥＮ＝ＧＩＫ＝  １６６ 

である。 

Ⅴ ＥＱ分析表（表４） 

     ＥＱ分析表は注文量ＥＱのＡＢＣ分析である。表４より、 

     注文件数      Ｅ   ＝  １２ 件 

     注文種類数（最大） ＥＱmax ＝ ３６５ ケース 

          （最小） ＥＱmin ＝   ８ ケース 

     全注文量     ＧＥＱ  ＝１６７８ ケース 

 

  １ ＥＱ分析表を読むと， 

    イ)   注文件数１２件中上位３件（２５％）で全出荷量の約５１％を占める。 

      これをＥ及びＥＱに％の数字のサフィクスをつけて、次のように表すことに 

      する。 例：Ｅ25でＥＱ51である。 

   ロ)   注文件数１２件中上位６件（５０％）で全出荷量の約８０％を占める。 

                    例：Ｅ50でＥＱ80である。 

 

    ２    ＥＱグラフ（図１） 

     ＥＱグラフ中のＥＱ曲線は各注文の注文量の多い順に並べた曲線でいわゆる 

    ＡＢＣ分析グラフである。ＥＱの棒グラフが激減しており、Ｂグループがなく 

    ＡグループとＣグループからなるとも言える。 

    ＳＥＱ曲線（図２）は注文量ＥＱの累積値を示す。 

 

  ３    ＥＱ度数分析（度数分析 表８） 

     ＥＱ度数分析は注文量ＥＱの大きさの度数分析表である。表８は、注文量 

    ＥＱ１００ケース以上が、１２件中８件（６６．７％）で、注文量が大きいこ   

とが分かる。 

 

  ４    Ｑ度数分析（表５） 

     各種類ごとの各客先からの注文量の大きさのオーダ・サイズ（Ｑ）の度数分析 

    表である。すなわち、各客先が全種類に対してどのような数量の注文量をしてい 

    るかの注文量（Ｑ）の大きさに対しての度数分析表である。 

    Ｑ＝２０ケース（約 １パレット）以上の注文が５２行で注文行数（ＧＥＮ 

＝１６６）の１／３を占めている。又、１ケースの注文も４８行で約１／３を 
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    占めている。 

 

  ５  ＥＮ分析 

    1 ＥＮデータのＡＢＣ分析（省略） 

    2 ＥＮ度数分析（表８） 

    ＥＮ度数分析表は各客先の注文点数の度数分析表である。 

   表８は各客先が３３種類中、何種類（点数）注文しているかの度数分析表である。 

   表８において、注文点数ＥＮ＝１０以上が１０軒を占めている。すなわち、各 

   客先の注文点数は１０～２０点と割りと多い数値を示している。 

 

Ⅴ ＩＱ分析 

    1 ＩＱデータのＡＢＣ分析 

      ＩＱ分析表（表５）は出荷量ＩＱのＡＢＣ分析である。表５より 

      出荷種類数     Ｉ   ＝  ３３ 種類 

      出荷種類数（最大） ＩＱmax ＝ ２６７ ケース 

           （最小） ＩＱmin ＝   １ ケース 

      全出荷量     ＧＩＱ  ＝１６７８ ケース 

 

   2 ＩＱ分析表（表５） 

    ＩＱ分析の結果、 

   イ)   出荷種類３３種類中上位４種類（１０％）で全出荷量の約５５％を占める。 

                              Ｉ10でＩＱ55である。 

     ロ)   出荷種類３３種類中８種類（２２％）で全出荷量の約８２％を占める。 

                                                         Ｉ22でＩＱ82である。 

      注：３７種類中４種類の出荷は０である。 

 

    3   ＩＱ グラフ（図３） 

     ＩＱグラフ中のＩＱ曲線は各種類の出荷量の多い順に並べた曲線でいわゆる 

    ＡＢＣ分析グラフである。ＩＱの棒グラフが４段階程度にＡＢＣと段階的に少な 

    くなっていることがわかる。 

     ΣＩＱ曲線（図４》は出荷量ＩＱの累積値を示す。 

 

  4   出荷量ＩＱ度数分布（表８） 

     出荷量ＩＱの大きさの度数分析表である。 

     出荷量ＩＱ１００ケース以上が３３種類中６種類（１６％）で、出荷量の大 

    きい種類がある。 

     全体的には１～１０種類、１０～７０，１００以上と大きく３つのグループに

分けられようである。 

 

 



 40 

  ５ ＩＫ分析 

    注文重複数の分析である。 

   1  ＡＢＣ分析（省略） 

   2 ＩＫ度数分析表（表８） 

     ＩＫの度数分析表で、各種類が３３件中、何件から（ＩＫ）注文しているかの 

    度数分析である。表８において、重複数、ＩＫ＝１～３で１７種類、約５０％以

上を示している。ＩＫ＝１０～１９が６件で１８％を示している。 

 

Ⅵ オーダ・サイズ 

    オーダ・サイズは各客先の各種類に対する注文量の大きさであるから、その数値 

   は大小様々である。客先ごとのオーダ・サイズの度数分布表をつくればオーダ・サ 

   イズの大きさの範囲はわかる。 

    一般には、注文量の多い客先のオーダ・サイズは大きく、少ない客先は小さいと 

   いえる。したがって、各客先ごとのオーダ・サイズの大きさが重要である。たとえ 

   ば、大口の客先のオーダ・サイズは大きく、注文量の少ない客先の注文量はすくな 

   いと言えるが、大口の客先でも１ケースというようなオーダ・サイズの小さいもの 

   も含まれる。 

 

Ⅶ ＤＣサイズ・ＤＣスケール 

    ＤＣサイズ ＝〔Ｅ＋Ｉ〕ｘ（ＥＱ＋ＥＮ） 

          ＝（１２＋３３）ｘ（１６７８＋１６６）／２ 

          ＝４１，４９０ Ｃ―ＤＣサイズ 

 

    ＤＣスケール＝平方根〔ＤＣサイズ〕 

          ＝√（４１，４９０） 

          ＝２０４ Ｃ―ＤＣサイズ 
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